
様式 ３ 

組織的な若手研究者等海外派遣プログラム報告書 

氏名：     西本 希呼 提出日：平成 25 年  1 月 10  日 

東南アジア研究所における職名： 

＊右記の該当する職位に○をつけて下さい。( 講師 ・ 助教 ・ 助手 ・ ポスドク ・ 博士課程学生 ・ 修士課程学生 ・ 学部学生 ) 

派遣先の研究機関等（調査を実施した国名・機関名（日本語で記載）及びカウンターパート名）： 

ハワイ大学マノア校言語学科 (Prof. Kenneth Rehg) 

＊派遣先の研究機関等の種類について右記の該当する箇所に○をつけてください。 ( 大学 ･ 研究機関 ･ 企業 ･ その他 ) 

派遣先の研究機関等での職名：客員研究員 

派遣期間： 平成 24 年 10  月 24  日  ～ 平成 24  年  12 月 25  日  (派遣日数：  63 日) 

研究活動等の主な内容（該当する番号に○をつけてください。複数可） 

①研究・実験 ②フィールドワーク ③セミナー ④インターンシップ ⑤サマースクール等の講習 ⑥学会出席 ⑦単位取得等 ⑧その他  

研究活動の主な領域（該当する番号に１つ○をつけて下さい。） 

①人文学 ②社会科学 ③数物系科学 ④化学 ⑤工学 ⑥生物学 ⑦農学 ⑧医歯薬学 ⑨総合領域 ⑩複合新領域 

派遣の概要 (500～700字程度) 

本派遣の目的は、ハワイ大学マノア校言語学科に客員研究員として滞在し、オセアニア、ポリネシアを中心とした、

セミナーや研究会に参加する事である。ハワイ大学は、派遣者の研究対象地域であるポリネシア、マダガスカル、イ

ンドネシア等を含むオーストロネシア言語・地域研究、言語ドキュメンテーションの分野において、世界最先端を行

く学術機関である。さらに、同大学のハミルトン図書館は、太平洋の諸言語の研究文献をそろえる世界有数の図書館

である。 

 

 

事業に係る研究成果 (500～700字程度) 

ハワイ大学滞在中は、オーストロネシア語族関連のセミナーや講義を中心に参加した。また、植物学者と言語学者

が共催で運営するセミナー、研究科の言語学セミナーや、月２回のオーストロネシア研究会にも参加した。特に、植

物学者と言語学者が共同で開催しているセミナーの運営方式は学ぶ点が多く、今後、多分野が入り交じる本研究所で

の研究会にも応用していきたいと考える。 

さらに、日本では、接する機会の少ないポリネシアの言語、台湾原住民の諸言語、インドネシアの諸言語を研究対

象とする院生と日常的に日々接することができたのも、今後の同世代の研究ネットワークを広げる上で、有意義な機

会となった。最終日には、博士論文の公聴会を聴講する機会を得て、昨年度のソルボンヌ大学等に続き、世界の大学

の多様な学術形態を見ることができた。 

本研究の成果の一部は、2013年3月15日に京都大学で開催する国際シンポジウムで発表する。また、派遣先のハワ

イ大学の研究者を招聘することになっている。 



 


